「親愛幼稚園　後援会だより」　　　より

ご　　挨　　拶
　親愛幼稚園は、開園から１０６年が経ちました。周囲には大きなビルが建ち、たくさんの車が行き交っていますが、この場所だけがポッカリと切り取られ、時代の波に飲み込まれないように、しっかり根を張って立っています。

　園児たちは、魔法使いや妖精など、目には見えないけれども確かに存在しているものたちが住む心の部屋を持っています。いろいろなことを想像する楽しさを知っています。

　卒園して学校に通うようになり、やがて大人になって親になり、孫ができる年になっても、この幼稚園で遊んだ楽しい思い出は、一生心の中で生き続けています。それはなにものにも代えがたいものです。

　そのことを知っている私たちは、この幼稚園の素晴らしさを一人でも多くの方に知っていただき、多くの子供たちが集まりますようにと願いを込めて、「親愛幼稚園後援会」をつくり呼びかけましたところ、本当に多くの卒園生たちやその後家族から賛同をいただきました。

　「ぜひ、この幼稚園を残してください」と多くのお声掛けもいただきました。

　この奇跡のような幼稚園を皆さんと一緒に大切に見守って生きたいと思っております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　親愛幼稚園後援会　代表　森菊子
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